
第３回山口地方最低賃金審議会山口県最低賃金専門部会(議事要旨） 

 

１ 日 時  令和３年８月３日（火）10時01分～12時18分、13時17分～14時50分 

 

２ 場 所  山口地方合同庁舎２号館 ５階共用第一会議室 

 

３ 出席者  公益代表委員   ３名 

       労働者代表委員  ３名 

       使用者代表委員  ３名 

 

４ 議 題 

(1) 金額審議について 

 (2) その他 

  

５ 議事概要 

（1）事務局から金額審議用資料である、「山口県金融経済情勢（2021年8月）」（日銀

下関支店公表）について、事務局から説明を行った。  

（2）労働者側から最低賃金は、支払い能力だけで審議するのではなく、３要素と

時々の事情を考慮して決められていくものと理解している。したがって、３要

素のうちの一つに特化した審議や特定の産業に偏った審議はすべきではない。 

 との主張がされた。 

（3）使用者側からは 

・ 山口県信用保証協会が企業の保証人になっている借入金の残高は、6月時点で

みると、１年前と比べて約1.4倍、コロナ発生前の2年前と比べて約2倍近くの借

入金額となっている。 

・ 東京商工リサーチが実施した中国地方5県の新型コロナウイルスに関するア

ンケートによると、新型コロナウイルスが収束する時期、収束した後の売り上

げ、廃業の検討など厳しい見通しを示す企業が多い。 

・ 現在、新型コロナウイルス感染の急拡大により、全国的に緊急事態宣言やま

ん延防止地域を拡大すべきとして、過去に事例がない事態になってきているが、

こうした中で、中小企業・小規模事業者に賃金支払い能力があるのか、という

ことをしっかりと考えていただきたい。 

・ 中央最低賃金審議会の公益委員見解には、「地域別最低賃金の審議に際し、地



域の経済・雇用の実態を見極めつつ、目安を十分に参酌することを強く期待す

る」とされていることを付言したい。 

との主張がされた。 

（3）具体的な金額は継続審議とされた。 

（4）今後の専門部会の日程について、事務局から説明を行った。 
















